
■デンマークの絵本「あかちゃんはこうしてできる」（1982年刊）
　この絵本の始まり（p1）は、

　「あかちゃんは、どんなふうにしてできる
かおしえてあげよう。おとうさんとおかあ
さんは、ちからをあわせて、あかちゃんをつ
くるんだ。
　あかちゃんがおおきなったとき、ふたり
は、いっしょにすんでいないこともある
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。で
も、さいしょにあかちゃんをつくったのは、
おとうさんとおかあさんなんだよ」
　つまり、“ひとり親”家庭で育っている子

どもも少なくない現在、それを想定して第１頁目に書き入れる

という作者の視点に感動して、私はこの絵本を出版しました。

　この絵本の「性交」の場面は、こうに描かれています。

■おかあさんのどこから生まれてくるか？を、はっきりと示す

　

日本では、こんな絵本は、親も先生も受け入れないでしょうね。

■スウェーデンの絵本 「イーダとペールとミニムン」

　ふたりは、よこに

なって、おちんちんを、

ちつのなかにいれる。

さあ、これで、あかちゃ

んをつくるじゅんびが

できた。

おとうさんのせいし
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は、おちんちんからで

てきて、おかあさんの 

おなかのなかの、あかちゃんのたまごに、たどりつく。

あかちゃんがほしいときは、こんなふうにすればいいんだ。

これを、「せいこう（samleje）」というんだよ。
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毎月連載―ホームページでご覧になれます。http://www.ahni.co.jp/kitazawa/index.htm

絵本および副読本にみる
「性交」と「経腟分娩」

―北欧と日本の表現の違い―

「性を語る会」代表 北沢杏子

　「パパのペニスは、ママのワギナにはいる。こんなふうに“い
っしょになる”ことをせいこう
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（samlag）っていうんだ。こうし
てママとパパはあかちゃんをつくったのさ」とあります。
　私がこの絵本で気に入っているのは、お父さんが手描きで、
性交のイラストを描いているモノクロのページ（左下）です。
　「あかちゃんはどうしてできるの？」という子どもの質問にこ

たえて、父親が鉛筆を手にとり、描きながら説明するところが、

自然な感じ
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でいいですね。北欧の「個を尊重する文化」と、日本
の「空気を読むことに腐心する文化」の違いでしょうか。

■ムンメル―なぜ子どもを生むのか
　スウェーデンの、思春期の生徒たちの

ための副読本。出産の場面（経膣分娩）を、
強く表現しています。日本では、このよう

な副読本にはクレームがつくでしょう。
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あかちゃんは、ほら！

おかあさんのちつから、

こんなふうにして、でてくる。

めが、くりくりした、

かわいいあかちゃんだね。

こんなふうに だきあって、あいしあうんだ。
パパのペニスは、ママにワギナに はいる。
こんなふうに“いっしょになる”ことを
せいこう
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っていうんだ。
こうしてパパとママは あかちゃんを つくったのさ。

　サンナ（母親）は、一生懸命
いきんでいます。大きくひらい
た産道の出口（腟口）から、ム
ンメル（あかちゃんの名前）が
押し出されてきます。

　あかちゃんが、いっぺんに押
し出されて、腟口が裂けたりし
ないように、助産師さんはムン
メルの頭を注意深くおさえてい
ます。
　スポン！と音がして、ムンメ
ルが出てきました。おぎゃあ！
元気な声が、あたり一面に響き
渡りました。

■育児と仕事のはざまで
　サンナはまだ、産後の疲れも回
復していないのに、夜中に何度も
母乳を与えなければなりません。
職場に復帰して仕事も山積み。サ
ンナはとても疲れて、母乳も、と
まってしまいました。
　 ク ラ ウ ス（ サ ン ナ の パ ー ト
ナー）は、ムンメルにミルクを飲
ませます。そして、サンナが静か
に休めるように、ムンメルをつれ
て散歩に出かけます。
　そのあいだ、サンナは、オーボ
エを吹いて、体を休めます。
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　日本では「性交」は禁句で、教科書はもちろん、メディアでも「性

交渉」「性的接触」と表現されています。それに比べて、なぜか、

ほっとする北欧の国々の「性教育のあり方」について考えてみま

しょう。産後のサポートも、北欧らしい素朴でほほえましい実写

になっています。


